
昨今、アーカイブに対するニーズは高まりつつあり、その傾向はデジタル化が進んだテレビ業界だけでなく、一般の中小企業ユーザにも
見受けられるようになりました。そのため、システムは“導入しやすさ”が重要視され、場所を選ばないポータビリティ性、容易な操作性、
そして低価格といった点に大きな期待が寄せられています。そこでアーカイブ・ソリューションのベンダとして定評のあるパナソニック様
では、ノートPC『Let’s note』とUSB3.0で簡単に接続できるLTOテープ装置『LT50 USB』を採用。多種多様なお客様のニーズに応
える、LTOアーカイブ・システムとしてご活用いただいております。

パナソニック株式会社

導入企業
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特徴
LTO-5の場合1巻あたり1.5TB（非圧縮時）､3.0TB
（2:1圧縮時）
最大140MB/Sec（非圧縮時）の高速アクセス
AES256ビットハードウェア・データ暗号化機
能を装備
USBのプラグアンドプレイ機能により、複数システム
での共有が可能
Linux/Windows/Mac OSをサポート
プラットフォームを超えたデータ交換にも利用が可能
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このようなお客様へ
Windows/Linux/Mac OSと複数システムが
社内・部署内に存在している
大容量データを他社と共有して作業を進める
映像資産のアーカイブ先を検討中
映像関連のポストプロダクション作業の受け渡
しを行っている
CAD/CAMデザインの保管・受け渡しを検討中
医療分野での画像処理・カルテ等の整理・一元
管理を検討中
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ディスク上のファイルと同様の容易なデータ・アク
セスと管理を実現
ドラッグ＆ドロップなどの、一般的なファイル/
フォルダ操作で簡単にLTOテープの読み書きが可能
異なるOS間でのファイル・データの共有が可能

LTFS機能（Linear Tape File System）

LT50 USB

※詳しくはお問い合わせください

USB3.0
接続

LT50 USB
LTO-5テープ装置

Let'sNote

AVCネットワークス社
イメージング事業部

瀬口 博行氏

導入の背景＆システム概要

USB3.0対応でノートPCに簡単接続。
膨大な映像データの保存・管理に適した
LTOアーカイブ・システムとして
活用されています。

USB3.0接続 LT50 USBを活用

導入事例
introduction example パナソニック株式会社 様
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　これまで放送業界を主として、映像のほとんどが
VTRテープで蓄積されてきました。しかしながら、恐ら
く10年以内にはVTRテープを使用して制作・再生する
機材のメンテナンスもできなくなってしまう、と言われ
ています。このような状況は、歴史的に貴重な映像資産
がゴミになってしまうということを意味します。
　さらにこの他にも、震災など現地で取材した映像を
輸送するときに、従来のVTRテープではなくデジタル
テープで行うという動きも出始めています。
　パナソニック様ではこのような時代背景やニーズに
応えるために、2009年頃からLTOテープをベースとし
たアーカイブ・ビジネスに取り組むようになったといい
ます。

堅実なニーズをもつアーカイブ

　「今回『LT50　USB』を採用してみて思ったのは、例
えばオプションでも良いので、そこにあるドライブだけ
で簡単にLTO to LTOダビングができるようなちょっと
した機能が加わると、作業現場での便宜性も向上する
のでは」との意見も。もちろん、現状でも専用ソフトウェ
アを使うPCを介在すればダビングは可能ですが、今後
のバージョンアップに向けた一工夫を期待されていま
した。
　また、LTO規格そのものに関しても｢LTO6は、早め
に投入した方が良い気がします。特にいまLTO4で運用
しているお客様はLTO6に期待するし、LTO5で運用す
る場合はLTO7というふうに、現状よりもひとつとばし

今後へ向けた期待

　いまパナソニック様では、日本国内でお客様にご提
供している映像アーカイブ・システムを、海外ユーザに
も展開できないか検討しているようです。というのも、パ
ソコンやIT関係のトラブルが発生した場合、海外では
迅速なサポートが行えないからです。
　「当社のノートPC『Let's note』と『LT50 USB』を
USB3.0で接続するという形態にすれば、海外のお客
様のITトラブルは格段に減るはずなんです。そしてその
結果、日本のシステムを導入することに対する敷居が低
くなるのではないかと期待しています」と、今後の展望
について語っていただきました。

海外へのさらなる普及をめざして

　このたびのパナソニック様のLTOアーカイブ・システム
にユニテックスの『LT50 USB』が採用されたメリットは、
機能面では速度やエージングでも従来のサーバ仕様
LTOアーカイブと比較しても遜色ないこと、使い勝手の
面ではノートPC『Let's　note』によるポータビリティ
性、またサーバのSAS接続と比較してUSB3.0による
容易な接続性などが挙げられます。
　｢映像データ資産の蓄積を今後引き継いでアーカイ
ブしていくことを目指すお客様は、映像コンテンツ自体
を管理されたいのであって、決して大きなストレージを
お持ちになりたいわけではないはずです。そのようなこ
とよりも、むしろこれまでのビデオテープと同じような
感覚で慣れ親しんだ管理を希望されるはずです。今回
のシステムは、まさにそのようなニーズにもっともマッチ
するソリューションだと言えますね｣と、自信に満ちた表
情で語っていただきました。

どんなニーズにどう応えるか。
先駆者のパナソニック様から
アドバイス

　瀬口氏が、USBで簡単にノートPC『Let's note』と
接続できるポータビリティ性に富んだLTOソリューショ
ンをインターネット等でリサーチし続けて「やっと、願っ
ていた通りの装置にたどり着いた！」とユニテックスの
『LT50　USB』を見つけたのが、2012年末。すぐに
『LT50 USB』を取り寄せ、性能や耐久検証に着手しま
した。「私がもっとも危惧していたのは速度です。幸い、
100～120Mバイト/秒を達成し、ノートPCであっても
サーバやワークステーションなどとそれほど大きな差
は出なかったので“満足できる性能”という結論に達し
た」とのこと。また、大きなデータを大量に流すという
エージングに関しても問題はなく、トータルで2～3週
間かけて行われた検証が終了。どれも満足いく成果が
得られ、パナソニック様の顧客に向けたプロモーション
が展開されました。
　「顧客の評価も上々で、すでに一般企業でのアーカイ
ブのニーズに応えるべく、導入が決まったところもあり
ます。実はいま、放送業界の制作プロダクションだけで
なく、企業でもセミナや商品の映像をアーカイブする
ニーズが高まりつつあるんです。こうしたお客様は、テー
プに残したり、ハードディスクに残したりします。気をつ
けなければいけないのは、ハードディスクに貯めたまま
で放置しておくと、せっかくのデータが1年もたない
ケースもあるんですね。というのも、ハードディスクは
アーカイブメディアではないため、保存していたデータ
が必要になったときに肝心のハードディスクが動作し
なければ使えなくなってしまうからです。ハードディスク
の他に光メディアの利用も考えられますが、転送速度
が遅いというデメリットがあります。そのため、LTOテー
プが現時点において最適なアーカイブメディアだと考え
ています」

　本来、LTOアーカイブ・システムのストレージに使用
するLTOテープ装置は、SASインタフェース接続の
サーバ向けに開発されたもので、ユーザ・インタフェー
スによるバックアップ・アプリケーションには適していま
せんでした。そこで、パナソニック様ではワークステー
ションでも使えるようにＩＴメーカーとパッケージを共
同開発しシステムアップするなど、放送業界の制作プロ
ダクションを中心に、さまざまなニーズに応えてきまし
た。
　ところが「もっとコンパクトなシステムを要望されてい
るお客様がたくさんいるという現実に直面したのです。
例えばノンリニア編集ソフトウェアのようにノートPC
でも操作できるアプリケーションはたくさん存在します。
そうなると映像のバックアップやアーカイブに関しても、

場所を選ばず臨機応変に活用
可能なLTOアーカイブを求めて

従来のサーバ仕様と比べて、機能面はそのまま。
しかし、ポータビリティ性や接続性といった使い勝手の面は、
格段に向上したLTOアーカイブ・システムが完成しました。

導入事例 パナソニック株式会社 様 USB3.0接続 LT50 USBを活用

　LTOとは、Linear  Tape-Openの略で、
IBM、Hew l e t t  P a c k a r d、Se a g a t e  
Technologyの3社が1997年に共同策定し
た大容量・高速における読出し・書込みを目
的とした磁気テープ記憶装置のオープン規格。
これまでにLTO1、2、3、4、5がリリースされて
おり、各々の記憶容量はLTO1が100Gバイト、
2が200Gバイト、3が400Gバイト、4が800G
バイト、5が1.5Tバイト（圧縮時3Tバイト）で
ある。また読出し/書込み速度は、LTO1が最
大20Mバイト/秒、2が同40Mバイト/秒、3が
同80Mバイト/秒、4が同120Mバイト/秒、5
が同140Mバイト/秒である。なお、2012年に
リリースされたLTO6は記憶容量2.5Tバイト
(圧縮時6.25Tバイト)、読出し/書込み速度は
160Mバイト/秒。現在LTO8(32Tバイト：圧縮
時)まで策定されている。

LTOとは

持ち運び可能なポータビリティ性に富んだシステムが
望まれるようになったというわけです。またシューティ
ングした映像のアーカイブでは作業場所を変更したい
という要望もでてきました」と瀬口氏。つまりサーバや
ワークステーションを持ち運ぶ場合は、場所や電源環
境などが制限されてしまいます。そこで、同社のノート
PCである『Let's note』をなんとか活用できないか検
討してきたのです。

顧客の評価も上々

世界中で注目されているLTOテープの活用範囲が、USB3.0接続に
より一気に拡大。これからのアーカイブ・ソリューションに、自由と革新
をもたらすシステムだと言えますね。
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株式会社 ユニテックス

のバージョンアップを希望する傾向があるようです。や
はり最新バージョンを必要とするお客様のニーズに応
えることは大切ですからね｣と提言。実は、ユニテックス
はLTO6に関して技術面でクリアするなど、すでに次世
代に向けた準備を進めています。
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